
地
下
化
さ
れ
た
下
北
沢
地
区
の
上
部
利
用

　
連
続
立
体
交
差
事
業
お
よ
び
複
々
線
化
事

業
で
小
田
急
小
田
原
線
が
地
下
化
さ
れ
た
下

北
沢
地
区
に
は
、
線
路
跡
地
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
鉄
道
の
上
部
利
用
に
つ
い
て
、
生
活
創

造
事
業
本
部
開
発
推
進
部
の
橋
本
崇
課
長
は

「
都
心
、
そ
し
て
住
宅
街
の
真
ん
中
に
と
て

も
長
い
公
園
が
で
き
、
公
園
の
中
に
施
設
が

点
在
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
と
説
明
す
る
。

小
田
急
電
鉄
で
は
、
上
部
利
用
に
つ
い
て

東
京
都
・
渋
谷
区
・
世
田
谷
区
と
協
議
を
進

め
、「
下
北
沢
地
区
上
部
利
用
計
画
」
を
ま

と
め
て
き
た
。
東
北
沢
・
下
北
沢
・
世
田
谷

代
田
の
３
駅
に
連
な
る
上
部
空
間
に
は
、
世

田
谷
区
が
駅
前
広
場
や
駅
間
の
通
路
、
緑

地
・
小
広
場
、
防
災
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
。
通
路
沿
い
や
周
辺
に
は
、
小
田
急
電
鉄

が
手
掛
け
る
商
業
施
設
や
住
宅
、
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
点
在
さ
せ
、

線
路
上
部
を
歩
く
こ
と
が
楽
し
く
な
る
ま
ち

を
誕
生
さ
せ
る
計
画
だ
。

「
下
北
沢
は
東
京
の
中
で
も
際
立
っ
た
個

性
が
光
る
ま
ち
。
外
国
人
観
光
客
も
多
く
、

宿
泊
需
要
も
高
い
。
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
を

存
分
に
生
か
し
、
近
隣
や
沿
線
を
含
め
、
世

界
中
か
ら
人
が
訪
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と

橋
本
課
長
は
意
気
込
み
を
語
る
。

生
活
が
豊
か
に
広
が
る
ま
ち
づ
く
り

「
に
ぎ
わ
い
」
や
「
回
遊
性
」「
子
育
て
世

代
が
住
め
る
街
」「
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
開
発
す
る
区
域
は
２
万
７
５
０
０
㎡
（
鉄

道
上
部
面
積
）、
長
さ
約
２
㎞
。
３
駅
に
連

な
る
区
域
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
特
性
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け

て
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
２
０
２
０
年
度
中

の
完
成
（
一
部
を
除
く
）
を
目
指
し
て
開
発

が
進
め
ら
れ
る
。

最
も
新
宿
寄
り
の
東
北
沢
駅
エ
リ
ア
は
、

高
感
度
な
住
宅
地
と
し
て
人
気
の
高
い
代
々

木
上
原
の
隣
駅
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
業

施
設
な
ど
を
整
備
し
て
代
々
木
上
原
エ
リ
ア

と
交
流
や
融
合
を
図
り
、
文
化
的
な
発
信
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
。

中
間
の
下
北
沢
駅
周
辺
は
六
つ
の
商
店
街

が
あ
る
商
業
エ
リ
ア
で
あ
り
、
駅
と
直
結
し

た
商
業
施
設
な
ど
、
ま
ち
の
特
性
や
雰
囲
気

と
も
親
和
性
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
ゾ
ー
ン
を

形
成
し
て
い
く
。
特
に
、
下
北
沢
駅
前
は
道

路
が
狭
く
、
車
が
駅
前
に
入
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
駅
前
広
場
の
整
備

に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

下
北
沢

－

世
田
谷
代
田
間
に
は
、
国
や
世

田
谷
区
が
指
定
す
る
重
要
文
化
財
や
個
人
の

邸
宅
も
多
く
、
歴
史
あ
る
住
宅
地
で
あ
る
だ

け
に
代
々
そ
の
地
に
住
む
人
も
多
い
。
落
ち

着
い
た
街
並
み
の
こ
の
エ
リ
ア
は
、
そ
う
し

た
住
環
境
を
意
識
し
た
ゾ
ー
ン
に
な
る
予
定

だ
。
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
東
京
農
業
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
学
生

寮
や
保
育
園
、
商
業
施
設
な
ど
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
東
京
農
業
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
ま
ち
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
」
と
し
て
市
民
講
座
な
ど
も
積
極
的
に

開
催
し
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
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文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

複
々
線
完
成
に
よ
っ
て
実
現
し
た
「
速
達
性
」
と
「
快
適
性
」
は
、

小
田
急
電
鉄
全
線
に
お
い
て
、
移
動
＝
「
線
」
の
改
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、

沿
線
各
エ
リ
ア
で
は
、
そ
の
複
々
線
効
果
を
活
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
＝
「
面
」
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
の
あ
る
沿
線
に
は
既
に
成
熟
し
た
ま
ち
も
多
い
が
、

次
世
代
に
向
け
た
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口
の
増
大
を
視
野
に

地
域
行
政
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

そ
の
エ
リ
ア
特
性
に
合
致
し
た
付
加
価
値
を
創
出
し
て
い
く
。

こ
こ
で
は
小
田
急
電
鉄
が
「
選
ば
れ
る
沿
線
」
を
目
指
し
、
取
り
組
む

３
エ
リ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

REPORT. II

特
集
：
複
々
線
化
事
業
と“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
づ
く
り

［
沿
線
エ
リ
ア
の
価
値
創
造 

小
田
急
電
鉄
の
取
り
組
み
］



さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
で
き
、
新
た
な
交
流
の

機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

エ
リ
ア
の
生
活
は
さ
ら
に
豊
か
に
広
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

狛
江
地
区
、
世
田
谷
地
区
で
は
、
連
続
立

体
交
差
事
業
お
よ
び
複
々
線
化
事
業
に
よ
っ

て
創
出
さ
れ
た
高
架
下
空
間
を
利
用
し
て
、

既
に
保
育
施
設
や
駐
輪
場
な
ど
の
生
活
利
便

施
設
、
自
治
体
に
よ
る
福
祉
施
設
や
図
書
館

な
ど
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

下
北
沢
地
区
は
、
小
田
急
電
鉄
に
と
っ
て

は
初
の
ま
と
ま
っ
た
面
積
で
の
上
部
空
間
の

利
用
で
あ
り
、
世
田
谷
区
が
掲
げ
る
防
災
・

減
災
、
緑
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
慮
し
な

が
ら
開
発
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

各
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
な
げ
る

両
事
業
の
地
域
に
お
け
る
効
果
は
、
人
々

の
行
動
に
も
表
れ
て
い
る
。
従
来
は
鉄
道
に

よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
住
民
は
、
買
物
な
ど
日
常
生
活
の
行
動
一
つ

取
っ
て
み
て
も
、
南
北
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て

暮
ら
し
て
い
た
。
下
北
沢
地
区
は
、
ま
だ
踏

切
が
廃
止
さ
れ
た
段
階
で
、
駅
前
広
場
な
ど

は
こ
れ
か
ら
の
整
備
と
な
る
が
、
双
方
へ
の
行

き
来
が
生
ま
れ
、
地
域
全
体
の
回
遊
性

が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
か
つ
て
の
鉄
道
の
両
脇
に

あ
っ
た
住
宅
は
線
路
に
背
を
向
け
て
建

て
ら
れ
て
い
る
が
、
線
路
跡
地
に
は
多

く
の
人
が
行
き
交
う
通
路
が
で
き
る
。

橋
本
課
長
も
「
こ
れ
ま
で
家
の
裏
側

だ
っ
た
場
所
も
、
整
備
さ
れ
る
通
路
側

か
ら
見
る
と
『
表
』
に
も
な
る
の
で
、
住
民

の
方
々
の
意
識
が
ど
う
変
わ
る
か
、
そ
の
意

識
が
街
並
み
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
く
の

か
、
楽
し
み
で
も
あ
る
」
と
語
る
。

通
路
は
区
の
管
理
道
路
で
あ
り
、
小
田
急

電
鉄
は
自
社
の
施
設
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、「
行
政
の
担
当
箇
所
、
当
社
の

担
当
箇
所
と
い
う
区
別
を
せ
ず
、
世
田
谷
区

と
連
携
し
て
一
貫
性
を
持
た
せ
た
デ
ザ
イ
ン

の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」（
橋
本
課

長
）
と
い
う
。
同
時
に
、「
下
北
沢
駅
周
辺

は
週
に
２
、３
度
ま
ち
の
ど
こ
か
で
大
小
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
そ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
上
部
空
間
で
開
催
し

て
、
駅
と
駅
、
駅
か
ら
周
辺
の
ま
ち
へ
、
に

ぎ
わ
い
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
る
。　

２
㎞
に
わ
た
る
沿
線
地
域
が
美
し
い
１
本

の
道
で
つ
な
が
る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ

て
、
目
に
見
え
る
以
上
の
価
値
と
意
義
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

海
老
名
駅
周
辺
で
大
規
模
開
発
を
推
進

都
心
部
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外
都
市
で
の

開
発
も
進
め
て
い
る
。
海
老
名
は
昨
年
３
月

23 MINTETSU SPRING 2019

特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

生活創造事業本部
開発推進部 課長

橋本 崇
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海老名駅間地区開発計画「ViNA GARDENS」が進む海老名エリア



の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
都
心
方
面
へ
の
所
要

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
朝
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
運
行
さ
れ
る
通
勤
特
急
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
も
停
車
す
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
複
々
線
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
岐
に

わ
た
っ
て
受
け
る
地
域
で
も
あ
る
。

海
老
名
駅
の
改
良
工
事
は
２
０
１
０

年
に
完
了
し
た
が
、
そ
の
西
口
に
近
接

す
る
３
万
５
０
０
０
㎡
の
土
地
で
は
現
在
、

大
規
模
な
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

南
側
を
小
田
急
小
田
原
線
と
相
鉄
本
線
、
北

側
を
Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
線
路
に
挟
ま
れ
た
「
海

老
名
駅
間
地
区
」
だ
。
小
田
急
海
老
名
駅
と

Ｊ
Ｒ
海
老
名
駅
間
は
「
自
由
通
路
」
で
結
ば

れ
て
い
る
。

「
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ　

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
海
老
名
駅
間
地
区
開
発
計
画

は
、
大
き
く
二
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ

る
。一
つ
が
「
く
ら
し
エ
リ
ア
」
で
、現
在
31

階
建
て
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
（
２
０
２
０

年
入
居
開
始
予
定
）
の
ほ
か
、
同
等
の
マ
ン

シ
ョ
ン
２
棟
の
建
設
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
も
う
一
つ
が
「
賑
わ
い
創
出
エ
リ
ア
」

で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
な
ど
が
入
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
建
設
さ
れ

る
予
定
だ
。
自
由
通
路
に
隣
接
す
る
商
業
施

設
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
は
２
０
１
７
年
に

先
行
開
業
し
、
開
発
途
中
の
ま
ち
の
一
角
に

早
く
も
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い

る
。こ

の
開
発
計
画
の
完
成
は
２
０
２
５
年
度

の
予
定
で
、
２
０
１
６
年
度
の
着
工
か
ら
10

年
を
か
け
て
段
階
的
に
一
つ
の
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
居
住
人
口
・
交

流
人
口
の
大
幅
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

生
活
創
造
事
業
本
部
開
発
推
進
部
の
杉
森
俊

彦
課
長
は
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１
棟
に

約
３
０
０
世
帯
が
入
居
予
定
で
、
急
激
な
人

口
の
増
加
を
回
避
す
る
た
め
、
段
階
を
経
て

建
設
す
る
計
画
と
し
た
」
と
説
明
す
る
。

郊
外
都
市
の
理
想
的
な
暮
ら
し
を
実
現

小
田
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
こ
れ
だ
け
の

規
模
の
開
発
は
初
め
て
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
も
小
田
急
は
、
海
老
名
で
は
２
０
０
２
年

に
海
老
名
駅
東
口
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
を
開
業
し
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
き
た
。

近
年
で
は
Ｊ
Ｒ
海
老
名
駅
の
西
側
に
大
型

商
業
施
設
「
ら
ら
ぽ
ー
と
海
老
名
」
も
開

業
、
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
と
と
も
に
交
流
人

口
を
増
や
す
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
。

小
田
急
小
田
原
線
の
海
老
名
駅
の
乗
降
者

数
は
年
々
増
加
し
、
２
０
１
７
年
度
は
全
線

で
７
番
目
の
約
15
万
人
と
な
り
、
自
由
通
路

の
往
来
も
１
日
約
６
万
人
を
数
え
て
い
る
と

い
う
。

「
海
老
名
は
今
ま
さ
に
伸
び
盛
り
の
近
郊

都
市
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。
駅
前
は
に
ぎ
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わ
い
が
あ
り
、
周
囲
に
は
相
模
川
や
丹
沢
山

系
が
広
が
る
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
地
。

新
宿

－

小
田
原
間
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
に

位
置
し
、
都
心
に
も
箱
根
・
江
の
島
・
大
山

な
ど
の
観
光
地
に
も
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ

る
。
移
動
や
居
住
環
境
も
含
め
て
快
適
な
郊

外
都
市
の
生
活
が
で
き
る
」
と
杉
森
課
長
は

語
る
。

さ
ら
に
、
圏
央
道
海
老
名
Ｉ
Ｃ
や
東
名
高

速
海
老
名
Ｓ
Ａ
に
も
近
く
、
２
０
２
０
年
に

新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
す
れ
ば
さ
ら
に
交

通
の
便
が
向
上
す
る
。

「
海
老
名
は
こ
れ
ま
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が

少
な
か
っ
た
が
、
交
通
利
便
性
に
お
い
て
も

海
老
名
の
立
地
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
効
果
を

発
揮
す
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
開
業
に
よ
っ

て
、
移
転
を
検
討
さ
れ
る
企
業
さ
ま
に
は
海

老
名
が
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
」
と
杉
森
課
長
は

期
待
を
寄
せ
る
。

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
老
名
は
「
住
む
ま
ち
」「
楽
し
む
ま

ち
」
に
、「
働
く
ま
ち
」
と
い
う
顔
が
増
え

る
。
職
住
近
接
と
い
う
生
活
の
選
択
も
可
能

で
、「
海
老
名
市
も
こ
の
開
発
計
画
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、『
郊
外
で
の
理
想
的
な

暮
ら
し
』
を
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、

当
社
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
」
と
杉
森

課
長
は
語
る
。

２
０
２
１
年
に
は
海
老
名
駅
に
隣
接

し
て
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
も
開
業
す
る
。
歴
代
の
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
を
中
心
と
し
た
数
々
の
車
両
が
展

示
さ
れ
る
予
定
で
、
小
田
急
電
鉄
の
鉄

道
文
化
を
発
信
す
る
、
も
う
一
つ
の
個
性
が

海
老
名
の
魅
力
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

新
百
合
ヶ
丘
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

こ
こ
ま
で
は
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
ま
ち
を

見
て
き
た
が
、
既
に
成
熟
し
た
ま
ち
で
は
今
、

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま

で
の
民
鉄
の
開
発
モ
デ
ル
と
言
え
ば
、
鉄
道

を
敷
き
、
沿
線
に
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
を

つ
く
り
、
沿
線
住
民
に
よ
る
鉄
道
や
施
設
の

利
用
を
自
社
の
収
益
に
つ
な
げ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
生
活
創
造
事
業
本
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
の
西
村
靖
生
課
長
は
「
人
口

減
少
や
経
済
活
動
が
収
縮
し
て
い
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
は
自
社
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
た

め
に
、
競
合
意
識
や
利
害
関
係
を
超
え
て
行

政
・
企
業
・
地
元
団
体
・
住
民
・
地
権
者
な

ど
皆
で
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
、
地
域
の
価
値

を
向
上
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
地
域
の
活
気
や
鉄
道
を
持

続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

ハ
ー
ド
の
開
発
に
加
え
て
、
ソ
フ
ト
の
開
発

＝
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
す
る
施
策
の
立
案
と

推
進
が
必
要
だ
」
と
語
る
。

小
田
急
電
鉄
は
現
在
、
新
百
合
ヶ
丘
地
区
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特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

高架下空間には学童保育施設（梅ヶ丘）や図書館（経堂）などを整備先行開業した「TERRACE」海老名駅間地区開発計画
「ViNA GARDENS」イメージパース

2004 年に完了した複々線化事業で駅周辺が大きく変わった成城学園前駅

「ViNA GARDENS」の「くらしエリア」ではタワーマンションの建設が進む

生活創造事業本部
まちづくり推進部 課長

西村靖生
Yasuo NISHIMURA



で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
を
設
立
。
人

口
減
少
時
代
に
お
い
て
も
「
選
ば
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

新
百
合
ヶ
丘
は
１
９
７
０
年
代
に
宅
地
開

発
が
始
ま
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
住
宅
地

で
あ
る
。
地
元
住
民
の
地
域
へ
の
愛
着
も
強

い
。
小
田
急
小
田
原
線
・
多
摩
線
の
２
路
線

が
乗
り
入
れ
る
新
百
合
ヶ
丘
は
す
べ
て
の
列

車
種
別
が
停
車
す
る
拠
点
駅
で
、
２
０
１
７

年
度
の
１
日
平
均
乗
降
人
員
は
約
12
万
６
０ 

０
０
人
と
全
線
で
９
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が

２
０
３
０
年
を
目
途
に
新
百
合
ヶ
丘
駅
ま
で

延
伸
す
る
計
画
も
発
表
さ
れ
、
さ
ら
な
る
ま

ち
の
魅
力
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

「
当
社
は
川
崎
市
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
行
政
を
パ
ー
ト

ナ
ー
に
川
崎
市
北
部
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
て

い
く
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
新
百
合
ヶ

丘
で
は
開
発
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
次
世
代
型
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
一
体
で
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
進
め
て
い
る
」（
西

村
課
長
）

企
業
・
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
は
、
２
０
１
７
年
に

設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
築
い
て
き

た
沿
線
自
治
体
や
大
学
、
企
業
、
住
民
と
の

連
携
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
や
既
存
事
業

の
活
用
に
資
す
る
機
能
を
継
承
。
長
期
的
視

点
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
施
策
を

立
案
・
推
進
し
て
、
沿
線
各
エ
リ
ア
の
新
た

な
価
値
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
百
合
ヶ
丘
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
は
、
２
０
１
８
年
４
月
に
、
小
田
急
電
鉄
、

新
百
合
ヶ
丘
農
住
都
市
開
発
、
三
井
不
動
産

の
３
企
業
と
、
昭
和
音
楽
大
学
、
日
本
映
画

大
学
の
２
校
を
幹
事
会
員
と
し
て
「
新
百

合
ヶ
丘
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
と
し
て
設
立
。
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
一
体
感
の
あ
る
組
織
に

再
編
し
、
94
社
の
会
員
企
業
や
友
好
団
体
と

と
も
に
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
（
年
7
回
）
や

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
季
刊
誌

を
通
し
て
の
情
報
発
信
、
会
員
相
互
の
交
流

を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
外
か
ら
人
が
集
う
、
活
気
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
『
ま
ち
』
に
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら

は
皆
が
当
事
者
と
な
っ
て
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
時
代
、
ま
ち
の
公
共
交
通
を
担
う
当
社

に
は
皆
を
つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
。
ま
ち
に
必

要
な
も
の
を
皆
で
考
え
る
仕
組
み
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
の
が
当
社
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
西
村
課
長
は
語
る
。

多
様
な
人
々
が
集
い
、
交
流
し
な
が
ら
自

分
の
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
持
続
的
に

発
展
さ
せ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
は
沿
線
各
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。小

田
急
電
鉄
で
は
複
々
線
効
果
を
活
か
す

視
点
で
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
沿

線
の
ま
ち
に
は
新
た
な
魅
力
や
価
値
が
着
実

に
育
ち
始
め
て
い
る
。
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新百合ヶ丘駅南口 上・下／主に第 3 土・日に開催される「しんゆりマルシェ」冬恒例の「しんゆりイルミネーション」

次世代型のまちづくりが進む新百合ヶ丘
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課題だった道路整備・防災・みどりの創出
　
　下北沢は商業地と住宅地が調和する個性豊かなまちです。下北沢は
いわゆる「シモキタ」と呼ばれ、若者をはじめ多くの人が集まり、演
劇や音楽などの文化を発信する場所であり、周囲には閑静な住宅街が
広がっています。
　従来、この地区が抱えていた大きな課題は、都市基盤としての道
路整備、防災、そしてみどりの創出でした。道路網の脆弱さについて
は、それが混沌としたまちの魅力を形成している部分でもありました
が、住民が高齢化する中では、駅までの道路をきちんと整備し、電車
と自動車をつなぐことで、人々の移動をしやすくする必要があります。
　現在、世田谷区の人口は増加の傾向にあり、ユニバーサルデザイン
という意味において誰もが安心してまちに出て、楽しむことができる
都市基盤をつくりたいと考えました。そこで、経堂駅や成城学園前駅
などに続いて、この区間でも東北沢、下北沢、世田谷代田の３駅に駅
前広場を整備していきます。
　世田谷区内の公共交通は東西の移動は鉄道が充実しているのです
が、南北の移動は路線バスが中心となります。駅前広場を整備し、交
通結節機能を強化することで、移動の利便性が格段に向上します。さ
らに、駅前の商店街付近では歩行者と自転車が混在している道路も多
く、駅前の駐輪対応として駐輪場も確保していきます。
　また、従前は駅周辺にはスムーズに消防車も入ってくることができず、
災害時に住民が集まるような避難場所となる空地もありませんでした。
　小田急線地下化に伴う上部利用は憩いの場となるよう住民参加によ
り時間をかけて検討していたのですが、そうした最中に東日本大震災
が起こり、以来、私たちも災害対応をより重視し、防災という観点か
らも有効に活用したいと検討を重ねてきました。計画では防災のため
の小広場や通路などを設ける予定です。
　もう一つにはみどりの創出があります。一般的に世田谷区はみどり
が多いと言われていますが、その中で北沢地域は都市化が進んでいる
ため、みどりが少ないんです。みどり率は全区的には約 25.2％です
が、北沢地域は最も少なく、約 17.4％です。世田谷区としても、住
民が快適に暮らすためには、潤いや憩いとなるみどりが必要だと考
え、ここでは緑地を多く設けることにしました。

行政・鉄道会社・住民がデザインするまち

　上部利用計画では世田谷区のほかに、小田急電鉄が通路沿いやその
周辺に商業施設やオープンカレッジ、学生寮、保育園など多岐にわた

る施設をつくることになっています。この計画はまさに小田急電鉄と
一緒に進めてきており、区としても小田急電鉄が手掛ける数々の魅力
的な施設に大きな期待を寄せています。また、下北沢駅周辺の井の頭
線高架下では京王電鉄も商業施設を新設します。
　そこで、それぞれが担当する施設が、地域の個性を活かしながら秩
序をもった統一感のあるデザインコンセプトのもとに建設を進められ
るよう、デザインの方針や具体的な方策を「北沢デザインガイド」と
してまとめました。実はこの区間の中でも、地域特性は各駅周辺でそ
れぞれ異なります。それぞれの特色が一つにつながり、新しいまちの
中に溶け込み、また、この新しいまち自体も周囲の地域になじんでい
くことを目指しています。
　都市デザインは見た目だけではなく、使い方、考え方も含まれてい
ます。皆でまちについて考え、つくったまちを使いながらさらに良く
していくということですね。
　利用者にとっては誰がどの施設をつくったかということよりも、過
ごしやすい空間が約 2㎞にわたり、つながって存在することが重要で
す。そのため、デザインを含めて、一体となってまちをつくっていく
必要があると考えています。
　また、この利用計画では区民からもアイデアを募集するなど住民参
加で進めてきました。さらに、行政から住民へ情報を一方通行で送る
のではなく、住民の方々と意見交換する場として、北沢デザイン会議
を 2014 年度に設置しました。これまでに６回、会議を開催していま
す。第 6 回の会議では約 160 人の方に参加いただき、小田急電鉄、
京王電鉄の方々からもご説明いただいたことは、この計画に対する住
民の安心や期待、信頼にもつながりました。
　この計画のデザインコンセプトは「つなぐデザイン つながるまち
づくり」を掲げています。通路でつながっているだけではなく、この
場所を介して、地域の歴史や人と人、そのほかあらゆるものがつな
がっていくという願いを込めています。
　連続立体交差事業と複々線化事業は、この 3 月で完了を迎えまし
た。世田谷区は地元自治体
として、その効果をまさに実
感しているところです。今後
は、このような利便性の高い
鉄道が通るまちの質をどのよ
うに高めていくか、そのため
に何ができるか、鉄道会社や
住民の方々と一緒に考えてい
きたいと思います。

世田谷区 北沢総合支所 支所長

髙木加津子
Katsuko TAKAGI

鉄道上部に新たな
まちをつくる
地下化された下北沢地区の鉄道上部利用で、世田谷区は駅前
広場や各地区を結ぶ通路などを整備する。このエリアがこれ
まで抱えていた道路整備や防災、みどりの創出といった課題
を解決しながら、周囲と調和したつながりのあるまちづくりを
進めていく方針だ。住民、鉄道事業者とともに新たなまちづ
くりに取り組む世田谷区にお話を伺った。

撮影◉加藤有紀

世田谷代田駅付近の地上部に整備された「世田
谷区立代田富士 356（みごろ）広場」


